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令和７年度 

（2025年度） 総合教育部の取り組み実績 
＜部長の方針・考え方＞ 

 将来の予測が困難な時代にあっても、教育大綱・教育振興基本計画に基づき、「学びあい、つながりあい、一

人ひとりの未来をひらく」という本市の教育目標の実現を目指して、業務の見直しやブラッシュアップを常に

意識しながら、各種取り組みを着実に推進します。 

また、取り組みを推進するにあたっては、教育委員会内の連携をしっかりと図るとともに、職員一人ひとり

が、それぞれの立場で求められる役割を理解し、業務目標達成に向けて生き生きと前向きに働ける職場づくり

に努めます。 

 

＜部の構成＞ 

教育政策課 

新しい学校推進課 

おいしい給食課 

中央図書館 

 

 

 

＜主な担当事務＞ 

(1)教育に関する事務の点検・評価等、教育施策の総合調

整に関すること。 

(2)社会教育に関する調査研究、企画、立案に関すること。 

(3)通学路の安全に係る企画、立案及び対策に関するこ

と。 

(4)学校規模等適正化の推進に関すること。 

(5)学校給食に関すること。 

(6)図書館サービスに係る企画・運営に関すること。 

 
 

重点的な取り組み： 民間活力を活用した小学校の水泳授業を計画的に推進 

【施策シート：１６―０３】 

 令和７年１月にまとめた「小学校水泳授業民間活用に関する基本的な考え方」に基づき、庁内

調整を進め、今年度中に全校実施に向けた令和８年度以降の年次計画を作成します。引き続き学

校、事業者の意向を確認しながら、できるだけ速やかな実施校拡大に向けて取り組みます。また、

禁野小移転後の旧中宮北小の跡地利用についても、民設民営による新たなプール施設の確保に向

け関係部署等との調整を進めます。 

 

取り組みの成果を測る指標 令和７年度目標値 令和７年度実績 

水泳授業を新規に委託した学

校数 
２校 １校 

 

実 績 
➀ 民間活力を活用した水泳授業の実施校を拡大。＜新規１校＞ 

➁ 「小学校水泳授業民間活用の全校実施に向けた年次計画」を作成。 

説 明 

➀ 令和７年度から実施校を新たに２校追加する目標でしたが、新たに１校（津

田小学校）追加した、計 14 校での実施となりました。 

➁ 令和８年３月に、各学校の実施予定年度などを記載した、「小学校水泳授業民

間活用の全校実施に向けた年次計画」を作成しました。本計画及び令和７年３

月に作成した「小学校水泳授業民間活用に関する基本的な考え方」に基づき、

令和 10年度までに全校で実施できるよう、引き続き、学校、事業者と連携しな

がら、本事業を計画的に推進します。また、旧中宮北小プール跡地を活用した、

民設民営による新たなプール施設の確保について、関係部署等との調整を進め、

跡地活用事業者の令和８年度上半期の公募に向けた要件を整えました。 



127 

 

重点的な取り組み： 禁野小学校の整備 

【施策シート：１６―０７】 

禁野小学校の新校舎については、同校での学びをさらに発展させ、児童の心身の健やかな成長

を図るため、令和３年度に策定した「枚方市のめざす学校像」及び「禁野小学校における『新し

い学校づくり』」に基づき、引き続き、着実に建設を進めます。 

また、校舎全体が学びの場となるよう設計された新校舎の特色と１人１台配備のタブレット端

末を活かして、児童が学校内の様々なスペースで個別学習やグループワークといった多様なスタ

イルで学習に取り組むなど、新校舎で枚方市の新たな学校教育を先駆的に展開されていくことを

踏まえ、学校備品の選定・配備と環境整備に取り組みます。 

 

実 績 

➀ 禁野小学校の新校舎建設工事の着実な推進。 

➁ 「学校施設全体が学びの場」となる新校舎の設計を踏まえた学校備品の選定、

及び調達契約の締結。 

説 明 

➀ 禁野小学校の新校舎整備については、「枚方市のめざす学校像」及び「禁野小

学校における『新しい学校づくり』」に基づき、令和６年５月に策定した実施設

計説明書に沿って、計画通りに着実に工事を進めました。 

➁ 学年ユニット（教室、オープンスペース、多目的教室等を集約した設計）等

の新校舎の機能を活かし、児童の学習環境の向上に繋がる備品や学校運営に不

可欠な収納家具などの調達契約を締結しました。 

 

 

重点的な取り組み： 中学校の全員給食の実施 

【施策シート：１６―０９】 

整備運営をＰＦＩ方式で行う新たな給食センターについては、公募における民間事業者の参加

表明がなかったことから、公募等の内容や今後の進め方等について、アドバイザリー事業者から

の支援やサウンディング調査等での検証により民間事業者の着実な確保につなげるとともに、既

設の第一学校共同調理場の改修にスムーズに移行できるよう取り組みます。また、中学校の配膳

室の改修等については、学校運営や給食提供に支障がないよう学校や関係部署と調整を図り、安

全に進めます。 
 

取り組みの成果を測る指標 令和７年度目標値 令和７年度実績 

持続可能な中学校給食の運用

開始に必要な整備達成率 
59.3％ 58.7％ 

 

実 績 

➀ 令和７年度における再公告に向けたサウンディング調査の実施。 

➁ ＰＦＩ事業者選定審査会の開催。 

➂ 新給食センター整備運営等の事業者公募の実施。 

➃ 令和７年度における再公告に対し質問した事業者へのサウンディング調査の

実施。 

➄ 配膳室改修に向けた設計の実施。 
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説 明 

➀ 令和６年度実施の新給食センター整備の公募に対し、参加表明が無かったた

め、事業者に対し不参加理由等に関するサウンディング調査を４月に実施しま

した。 

➁ ＰＦＩ事業者選定審査会を７月に実施し、サウンディング調査の結果と、見

直し後の公告等実施について報告しました。 

➂ サウンディング調査の結果を踏まえた新給食センター整備運営等の事業者公

募を 10月に実施しました。 

➃ 令和７年度も参加表明が無かったため、公募に対し質問した事業者に対する

サウンディング調査を２月に実施しました。今後、サウンディング調査で明ら

かになった課題等を踏まえて、中学校全員給食の早期実現に向けて取り組んで

いきます。 

➄ 中学校全員給食に向けた配膳室改修工事の設計を実施しました。 
 
 

重点的な取り組み： ＩＣタグシステムや読書履歴情報の提供サービスの導入 

【施策シート：１７―０２】 

導入済みの中央図書館、市駅前図書館のほか全分館にも、利用者自身で瞬時に貸出処理できる

IC タグシステムを導入し、利用者の利便性を向上させるとともに、貸出の自動化により創出さ

れた時間を活用し、利用者に満足していただける魅力的な本棚づくり、レファレンス・読書相談

等の専門的なサービスのさらなる充実を図ります。 

また、図書館で借りた本の書名などを通帳型のひらかたブックダイアリーに印字できる読書履

歴記帳機の設置、及び同ダイアリーの配布を全分室でも開始し、導入済みの中央図書館、全分館

を含めて市内全域で利用できるようにします。 
 

取り組みの成果を測る指標 令和７年度目標値 令和７年度実績 

図書館全館の年間個人貸出・団

体貸出冊数 
4,400,000冊 4,481,969冊 

 

※ひらかたブックダイアリー配布数 9,773冊（令和７年（2025年）３月 31日時点） 

＜今後の予定＞ 

・市立小学校全児童：約 19,800冊 

 （４月～６月）学校司書による学校図書館オリエンテーションの場で配付 

・市立中学校全生徒：約 9,700冊 

 （秋の読書週間 10月末～11月上旬）ブックリストと併せて配付 
 

実 績 

➀ ７分館にＩＣタグシステムを導入。 

➁ 京阪電車枚方市駅構内に設置した 24 時間利用可能な予約図書受取ロッカー

の利用促進。＜利用回数 15,054回＞ 

➂ 読書履歴情報の提供サービスを導入。＜ひらかたブックダイアリー配布冊数 

35,664冊＞ 

説 明 

➀ 自動貸出機により利用者自身が同時に複数冊の蔵書を貸出処理できることを

可能とするＩＣタグシステムを、市駅前図書館を除く７分館に導入し、中央図

書館と全８分館への導入を完了しました。また、令和８年度には全６分室に導
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入予定です。 

➁ ホームページやＳＮＳを活用した情報発信の効果もあり、令和６年度（令和

６年９月 17日導入）と比較して、約 12％の利用増がありました。 

➂ ひらかたブックダイアリーは、まるっとこどもセンターの乳幼児健康診査や

子ども未来部のブックスタート事業とも連携しながら配布を行っていますが、

令和７年度は、学校司書による学校図書館オリエンテーションの場で全児童に、

秋の読書週間にブックリストとともに全生徒に配布しました。また、利用者が

図書館で借りた本のタイトルなどを通帳型のひらかたブックダイアリーに印字

できるサービス（読書履歴記帳機の設置）を、中央図書館と分館に続き全分室

にも導入しました。 
 
 

重点的な取り組み： 新しい学校づくり 

20 年、30 年先の人口減少を見据え、「公共施設マネジメント推進計画」「個別施設計画」で示

される公共施設適正配置の将来ビジョン等との整合を図りながら学校規模等適正化の検討を進

めていきます。 

また、将来的に学校統合の要件整理が困難な小規模校が生まれることを想定し、そうした小規

模校に対する新たな学校づくりとして、施設複合化による活用手法等の検証に取り組むとともに、

学校施設の複合利用に伴うセキュリティの確保として、ＩＣＴ技術を活用した安全対策強化の検

討を進めます。 

 

実 績 

➀ 学校規模適正化に向けた検討。 

➁ 小規模校における余裕教室の活用の検討。 

➂ 学校施設開放時の門扉等の入退管理を想定したスマートロックシステムの検

討。 

説 明 

➀ 平成 28年度枚方市学校規模等適正化審議会の答申における課題校について、

児童の将来推計をまとめ、今後の適正化の検討を行いました。 

➁ 小規模校における余裕教室の活用に向けて、その具体的な方策を検討すると

ともに、対象校と意見交換を行いました。 

➂ 学校開放等に伴う新たなセキュリティ対策として、学校の門扉等への「スマ

ートロックシステム」の導入について、実証実験を行いました。 

 


